
（
登
録
事
項
）

第
七
条

法
第
十
七
条
第
七
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
通
訳
案
内
士
法
第
十
八
条
に
規
定
す
る
国
土
交

通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

登
録
番
号
及
び
登
録
年
月
日

二

資
格
を
取
得
し
た
外
国
語
の
種
類

三

非
居
住
者
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
理
人
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代

表
者
の
氏
名

（
小
笠
原
諸
島
特
例
通
訳
案
内
士
登
録
簿
の
様
式
）

第
八
条

法
第
十
七
条
第
七
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
通
訳
案
内
士
法
第
十
八
条
の
小
笠
原
諸
島
特
例

通
訳
案
内
士
登
録
簿
は
、
別
記
第
三
号
様
式
に
よ
る
。

（
登
録
の
申
請
）

第
九
条

法
第
十
七
条
第
七
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
通
訳
案
内
士
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
登
録
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
第
四
号
様
式
に
よ
る
小
笠
原
諸
島
特
例
通
訳
案
内
士
登
録
申
請

書
を
、
小
笠
原
村
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

健
康
診
断
書

二

法
第
十
七
条
第
四
項
に
規
定
す
る
研
修
を
修
了
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
（
以
下
「
修
了
証
明
書
」
と
い

う
。）の
写
し

三

履
歴
書

四

写
真
（
最
近
六
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
上
半
身
、
無
背
景
の
縦
三
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

横
二
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
で
あ
っ
て
、
台
紙
を
付
け
な
い
も
の
を
い
う
。
第
十
二
条
及
び
第
十
三

条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）二
葉

五

非
居
住
者
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
理
人
に
小
笠
原
諸
島
特
例
通
訳
案
内
士
の
登
録
に
関
す
る
一
切
の
行
為

に
つ
き
当
該
非
居
住
者
を
代
理
す
る
権
限
を
付
与
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
及
び
当
該
代
理
人
が
法
人
で
あ

る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
定
款
又
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事
項
証
明
書

３

小
笠
原
村
長
は
、
法
第
十
七
条
第
七
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
通
訳
案
内
士
法
第
二
十
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
登
録
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
又
は
そ
の
代
理
人
に
係
る
機
構
保
存
本
人
確
認
情
報
（
住
民

基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
三
十
条
の
九
に
規
定
す
る
機
構
保
存
本
人
確
認
情
報
を

い
う
。
以
下
同
じ
。）の
う
ち
住
民
票
コ
ー
ド
（
同
法
第
七
条
第
十
三
号
に
規
定
す
る
住
民
票
コ
ー
ド
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）以
外
の
も
の
に
つ
い
て
、
同
法
第
三
十
条
の
十
第
一
項
（
同
項
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）又

は
第
三
十
条
の
十
二
第
一
項
（
同
項
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
る
そ
の
提
供
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
し
、
住
民
票
の
抄
本
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
書
面
を
提
出
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
法
第
十
七
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
通
訳
案
内
士
法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る

者
）

第
十
条

法
第
十
七
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
通
訳
案
内
士
法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定

め
る
者
は
、
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
通
訳
案
内
の
業
務
を
適
正
に
行
う
に
当
た
っ
て
必
要
な
認
知
、
判
断

及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
（
現
に
受
け
て
い
る
治
療
等
に
よ
り
今
後
障
害
の
程
度
が

軽
減
す
る
と
見
込
ま
れ
る
者
を
除
く
。）と
す
る
。
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